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■
２
０
１
１
年
10
月
20
日
施
行
決
定

　

高
齢
者
住
い
法
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
既
に
２
０
１
１
年
４
月
28
日
に

公
布
さ
れ
て
お
り
、
規
定
で
は
「
公

布
後
６
ヶ
月
以
内
に
施
行
」
と
な
っ

て
い
た
。
今
回
の
施
行
日
の
決
定
は

規
定
よ
り
も
若
干
で
は
あ
る
が
早
ま

っ
た
感
が
あ
る
。
ま
た
、
税
制
措
置

に
つ
い
て
も
予
定
通
り
実
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
（
図
｜
１
）。
さ
ら
に
、

総
量
規
制
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
都
道

府
県
・
政
令
市
・
中
核
市
に
よ
る

登
録
も
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
予

定
通
り
行
わ
れ
る
と
筆
者
は
見
て
い

る
。

■
医
療
経
営
の

　

ト
レ
ン
ド

　

２
０
１
１
年
６
月
に
発

表
さ
れ
た
「
第
10
回
社

会
保
障
改
革
に
関
す
る

集
中
検
討
会
議
資
料
」

を
読
む
と
、
今
後
の
我

が
国
の
医
療
・
介
護
の

方
向
性
が
読
み
取
れ
る
。

こ
こ
で
は
「
施
設
か
ら

地
域
」「
医
療
か
ら
介

護
」
と
誘
導
さ
れ
、
医

療
と
介
護
の
協
働
に
よ

る
地
域
展
開
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
は
こ
の

方
向
に
向
け
て
政

策
誘
導
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

図
｜

２
は
筆
者

が
考
え
る
「
今
後

の
医
療
経
営
」
で
、

こ
の
根
底
に
は「
診

療
報
酬
依
存
か
ら

の
脱
却
」
が
あ
る
。

今
後
多
く
の
医
療

機
関
は
経
営
の
悪

化
に
陥
り
、
倒
産

の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
る
法
人
も
出
現

す
る
。
こ
の
場
合

は
地
方
に
お
け
る

100
〜
200
床
程
度
の

「
一
般
的
な
病
院
」
が
最
も
危
な
い
。

つ
ま
り
「
老
人
病
院
化
」
し
て
い
る

医
療
機
関
が
危
険
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
は
な
る
べ

く
早
期
に
図
の
将
来
像
の
如
く
事
業

展
開
す
る
べ
き
だ
。
こ
こ
で
は
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
な
が
ら
新
た
な
投

資
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ポ
イ
ン

ト
は
新
築
に
は
こ
れ
ま
で
の
投
資
と

異
な
り
、
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら

病
床
を
減
床
さ
せ
高
齢
者
住
宅
等

の
在
宅
部
門
を
増
や
す
。
ま
た
既

存
建
物
は
な
る
べ
く
再
利
用
し
て
、

少
な
い
投
資
で
高
利
回
り
を
生
み
出

す
。
こ
の
場
合
30
年
超
に
よ
る
「
医

療
施
設
近
代
化
施
設
整
備
事
業
」

を
利
用
し
助
成
を
受
け
る
場
合
は
、

既
存
建
物
の
除
却
が
基
本
に
な
る
の

で
注
意
を
要
す
る
。
ま
た
逆
に
１
９

８
１
年
（
昭
和
56
年
）
以
前
の
旧
耐

震
構
造
の
場
合
は
耐
震
補
強
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
（
地
域
に
よ
っ
て
異

な
る
）。
図
｜
２
の
様
な
投
資
は
新
築

及
び
改
修
の
全
て
に
お
い
て
今
回
の

サ
高
住
の
建
設
補
助
が
受
け
ら
れ

る
。単
体
で
は
経
営
悪
化
で
あ
る
が
、

「
医
療
・
介
護
・
在
宅
」
に
よ
る
複

合
経
営
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
狙

う
わ
け
だ
。
病
床
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
を
行
い
な
が
ら
全
体
的
な
経
営

の
安
定
化
を
図
る
。
資
金
調
達
を

受
け
る
金
融
機
関
も
同
じ
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

■
少
な
い
投
資
で
の
事
業
運
営　

　

図
｜

３
は
サ
高
住
建
設
の
今
後
の

投
資
ス
キ
ー
ム
だ
。
図
の
中
央
が
地

主
の
相
続
税
対
策
目
的
の
遊
休
土

地
利
用
の
パ
タ
ー
ン
で
最
も
一
般
的

だ
。
右
は
「
定
期
借
地
」、
左
は
建

物
サ
ブ
リ
ー
ス
で
、
今
後
こ
の
左
の

サ
ブ
リ
ー
ス
の
パ
タ
ー
ン
も
増
え
て
く

る
だ
ろ
う
。
図
｜
４
は
法
人
が一括
借

り
上
げ
す
る
際
の
コ
ス
ト
目
安
で
、

こ
れ
は
法
人
自
ら
が
建
設
投
資
す
る

場
合
の
目
安
に
も
な
る
。
ま
ず
基
本

は
「
投
資
コ
ス
ト
を
決
定
す
る
条
件

は
家
賃
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
建
築

費
か
ら
割
り
出
し
て
家
賃
を
算
出

す
る
よ
う
な
計
画
で
は
ダ
メ
だ
。
類

似
施
設
の
見
学
等
で
、
他
法
人
の
新

設
施
設
の
建
築
の
表
面
的
な
所
は

「
単
な
る
施
設
見
学
」
で
し
か
な
い
。

居
住
系
を
見
る
場
合
は
是
非
そ
の

近
所
の
不
動
産
屋
の
窓
の
貼
り
紙
を

見
て
、
周
辺
の
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
を

調
べ
、
自
法
人
の
立
地
す
る
地
域
の

そ
れ
と
比
較
し
て
ほ
し
い
。

■
投
資
目
安

　

最
近
で
は
高
齢
者
住
宅
に
入
居

す
る
利
用
者
の一
月
当
た
り
の
生
活

負
担
額
は
、
10
万
円
前
後
と
い
う

数
値
も
一
人
歩
き
し
て
い
る
。
内
訳

は
家
賃
５
万
円
、
食
費
４
万
円
、

管
理
費
１
万
円
、
合
計
10
万
円
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
食
費
と
管
理
費
は

全
国
ど
こ
で
も
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い

が
、
当
然
家
賃
は
周
辺
相
場
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
家
賃
に

よ
っ
て
入
居
者
負
担
が
変
わ
る
こ
と

に
な
る
。
図
｜

４
は
筆
者
が
以
前
か

た
使
用
し
て
い
た
表
だ
が
、
今
回
新

た
な
指
標
を
示
す
。
図
｜

５
サ
高
住

の
定
理
「
高
齢
者
住
宅
一
括
借
り
上

げ
の
投
資
目
安
」
だ
。
一
括
借
り
上

げ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
が
、
法
人

自
ら
建
築
し
た
り
、
さ
ら
に
土
地
を

借
り
た
り
購
入
す
る
時
の
目
安
に
な

る
。
設
定
条
件
は
年
間
利
回
り
10

％
、
空
室
率
10
％
、
建
設
協
力
金

０
（
こ
こ
で
サ
高
住
の
補
助
金
約
10

％
を
利
用
す
る
と
考
え
て
も
良
い
。）

18
㎡
/
戸
、
レ
ン
タ
ブ
ル
比
50
％
、

転
貸
差
益
15
％
だ
。
こ
の
設
定
条
件

に
基
づ
く
と
「
家
賃
×
10
＝
建
築
単

価
（
坪
）」「
家
賃
×
０.
０
７
７
＝

建
物
リ
ー
ス
代
（
坪
）」
に
な
る
。

例
え
ば
家
賃
５
万
円
の
場
合
は
建
築

費
坪
単
価
50
万
円
、
建
物
所
有
者

に
支
払
う
建
物
リ
ー
ス
代
は
月
額
３

８
５
０
円
／
坪
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
例
え
ば
想
定
５
万
円
の
家

賃
で
、
建
築
費
坪
単
価
45
万
円
で

収
ま
っ
た
場
合
は
、
家
賃
を
下
げ
て

も
良
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土
地

の
購
入
資
金
に
回
し
て
も
良
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　
「
サ
高
住
の
定
理
」
は
筆
者
の
講

演
の
中
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま

す
。
事
業
化
を
お
考
え
の
法
人
は

是
非
講
演
に
参
加
す
る
こ
と
を
勧
め

ま
す
。

20

「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
」（
そ
の
7
）
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